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令和７年２月

ＪＡ阿蘇のホームページに
アクセスできます！

■今号16ページ　主な内容
●「熊本県域ＪＡ構想」について
●令和7年祈願祭および仕事始め式／青壮年部「門松」飾る
●農事組合法人ＡＳＯ的石が最優秀賞受賞
●女性部フォーラム「家の光大会」開催
●生産各部会の総会・反省会・出荷などの動き
●「イラスト違い」正解者に抽選でプレゼント！etc.
                                           今号も話題と情報を満載！！

2025

VOL.139



2

JAあそだより No.139

　組合員の皆様におかれましては、平素よりＪＡ阿蘇の事業に対しまして、

ご理解とご協力をいただきありがとうございます。

　さて、「熊本県域ＪＡ構想」については、第26回ＪＡ熊本県大会（平成

30年12月）において、「県域ＪＡ構想実現に向けた組織協議を開始するこ

と」を決議し、以降、「熊本県域ＪＡ構想に係る協議会」を設置し、協議を

行ってまいりました。

　ＪＡ阿蘇では組合員の皆様に、支所運営委員会や部会など様々な協議体で

県域構想の必要性等を説明し、県域に向けて進んでまいりましたが、県下ＪＡ

では「組合員の皆様が理解・納得し得るほどの協議に至っていない」「将来

的な合併は必要だが、時期尚早である」といった理由から、令和８年４月に

設立する県域ＪＡへの参加を見送るＪＡがあり、当初目指していた規模での

県域ＪＡの設立が困難な状況となりました。

　そうした状況を受け、残るＪＡで協議をした結果、令和８年４月の県域

ＪＡの設立は見送ることといたしました。

　今後の方針については、ＪＡグループ熊本全体で協議していくこととなり

ますが、農業を取り巻く環境が厳しさを増す中、将来にわたって農家・

組合員の「営農とくらし」を守ることが使命であることに変わりはありません。

　今後は、そのために何ができるのか、何が必要なのかを考え、県域構想の

灯は消さず、将来の合併に向けた必要な取り組みを行っていきたいと考えて

おります。

　組合員の皆様に対しましては、今後も情報を発信してまいりますので、

引き続きご理解・ご協力をよろしくお願い申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上

「熊本県域ＪＡ構想」について
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令和7年祈願祭・仕事初め式「役職員一丸となって組合運営に取り組もう！」

農
業
者
と
Ｊ
Ａ
が
共
に

            

持
続
可
能
な
経
営
基
盤
確
立
を

Ｊ
Ａ
阿
蘇
青
壮
年
部
の
力
作
！

本
所
・
小
国
郷
中
央
支
所
・
阿
蘇
南
中
央
支
所
に

手
作
り
の「
門
松
」飾
ら
れ
る
。

熊
本
県
麦
・
大
豆
生
産
振
興
大
会「
麦
・
集
団
の
部
」

農
事
組
合
法
人
Ａ
Ｓ
Ｏ
的
石
が
最
優
秀
賞

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
は
１
月
６
日
、
本
所
で
令
和
７（
２
０
２
５
）

年
祈
願
祭
と
仕
事
初
め
式
を
行
い
ま
し
た
。
式
に
は
本
所

役
職
員
ら
約
80
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

祈
願
祭
で
は
阿
蘇
神
社
神
主
に
よ
り
諸
災
消
除
や
事
業

繁
栄
を
祈
願
す
る
神
事
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

仕
事
初
め
式
で
は
、
原
山
寅
雄
組
合
長
が
「
農
業
者
と

Ｊ
Ａ
が
共
に
持
続
可
能
な
経
営
基
盤
の
確
立
を
図
る
た
め
、

役
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
組
合
運
営
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
し
ょ
う
」
と
力
強
く
新
年
の
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

仕
事
初
め
式
を
終
え
、
役
職
員
ら
は
気
持
ち
を
新
た
に

業
務
に
取
り
掛
か
り
ま
し
た
。

　

12
月
24
日
、Ｊ
Ａ
阿
蘇
青
壮
年
部
に
よ
る
門
松
作
り
が
行

わ
れ
、
完
成
し
た
門
松
は
本
所
・
小
国
郷
中
央
支
所
・
阿

蘇
南
中
央
支
所
の
３
か
所
に
飾
ら
れ
ま
し
た
。

　

本
所
で
は
門
松
が
完
成
し
て
正
面
玄
関
に
据
え
ら
れ
る

と
、職
員
ら
が
見
物
に
訪
れ
、青
壮
年
部
に
よ
る
力
作
に「
と

て
も
綺
麗
な
出
来
栄
え
」
と
一
足
早
い
正
月
気
分
を
楽
し

む
姿
が
見
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

門
松
は
１
月
上
旬
ま
で
飾
ら
れ
、
訪
れ
た
人
々
を
楽
し

ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　

令
和
６
年
８
月
22
日
、
令
和
６
年
度
熊
本
県
麦
・
大
豆

生
産
振
興
大
会
と
同
時
開
催
さ
れ
た
令
和
５
年
度
熊
本
県

麦
・
大
豆
振
興
共
励
会
表
彰
式
で
、
農
事
組
合
法
人
Ａ
Ｓ
Ｏ

的
石
が
麦
・
集
団
の
部
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

麦
の
生
産
に
お
い
て
は
、
麦
作
農
家
の
生
産
技
術
水
準

の
向
上
と
経
営
の
改
善
を
通
じ
て
、
生
産
性
及
び
品
質
の

向
上
並
び
に
流
通
の
合
理
化
を
推
進
す
る
こ
と
が
重
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

農
事
組
合
法
人
Ａ
Ｓ
Ｏ
的
石
は
、
経
営
規
模
の
拡
大
や

生
産
コ
ス
ト
低
減
な
ど
、
経
営
面
か
ら
他
の
範
と
な
る
実

績
を
有
し
て
い
る
こ
と
や
、
実
需
者
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し

た
品
種
へ
の
転
換
や
栽
培
方
法
の
改
善
。
さ
ら
に
実
需
者
・

消
費
者
と
の
連
携
に
よ
る
消
費
拡
大
対
策
の
実
施
な
ど
、

販
売
を
想
定
し
た
生
産
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
、

今
回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

同
組
合
法
人
の
宮
川
畩
一
代
表
は
「
今
回
の
受
賞
を
大

変
嬉
し
く
思
う
。
更
な
る
生
産
性
向
上
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
」
と
更
な
る
意
気
込
み
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

令和7年仕事初め式で祈願する原山組合長ほかＪＡ阿蘇役職員

本所に飾る門松を作ったＪＡ阿蘇青壮年部の橋本寛史さん（前列左）、
橋本凌さん（前列中央）、岡田孝七さん（前列右）

本所正面玄関に飾られた門松

※
次
ペ
ー
ジ
に
表
彰
式
の
写
真
掲
載
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Ｊ
Ａ
阿
蘇
一
の
宮
畜
産
部
会

高
品
質
・
低
コ
ス
ト

        

自
家
生
産
サ
イ
レ
ー
ジ
品
評
会
を
実
施

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
一
の
宮
畜
産
部
会
は
12
月
17
日
、
自
家
生
産
サ
イ

レ
ー
ジ
品
評
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

品
評
会
に
は
27
点
が
出
品
さ
れ
、「
サ
イ
レ
ー
ジ
」「
ヘ
イ
レ
ー

ジ
」「
飼
料
稲
（
Ｗ
Ｃ
Ｓ
）」「
牧
乾
草
」
の
４
部
門
に
分
け
、
阿

蘇
地
域
振
興
局
及
び
熊
本
県
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー
草
地
畜
産
研

究
所
の
職
員
ら
が
水
分
量
・
色
味
・
香
り
等
に
注
目
し
審
査
を

行
い
ま
し
た
。

　

審
査
に
あ
た
っ
た
県
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー
の
野
崎
由
美
研
究

主
任
は
、「
天
候
不
順
の
中
、
水
分
量
調
整
さ
れ
て
い
る
飼
料
が

多
く
、
生
産
者
の
努
力
が
伝
わ
っ
た
」
と
講
評
し
、
各
部
門
で

一
番
品
質
の
良
か
っ
た
出
品
者
を
表
彰
し
ま
し
た
。

　

同
畜
産
部
会
の
犬
飼
忠
綱
部
会
長
は
「
配
合
飼
料
等
の
高
騰

な
ど
が
続
き
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。
高
品
質
な
粗
飼
料
を
自
家

生
産
し
、
低
コ
ス
ト
化
に
努
め
た
い
」
と
感
想
を
話
し
て
い
ま

し
た
。

　

当
日
は
阿
蘇
地
域
振
興
局
に
よ
る
講
習
会
も
開
か
れ
、
県
内

の
畜
産
状
況
や
家
畜
市
場
の
動
向
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

表
彰
者
は
以
下
の
通
り
。（
敬
称
略
）

　

◇
サ
イ
レ
ー
ジ
部
門
＝
後
藤
倫
弘

　

◇
ヘ
イ
レ
ー
ジ
部
門
＝
渡
辺
積
夫

　

◇
飼
料
稲
（
Ｗ
Ｃ
Ｓ
）
部
門
＝
井
敬
蔵

　

◇
牧
乾
草
部
門
＝
犬
飼
忠
綱

自家生産サイレージ品評会の様子

令
和
６
年
度
熊
本
県
麦
・
大
豆
生
産
振
興
大
会「
麦
・
集
団
の
部
」で

最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
農
事
組
合
法
人
Ａ
Ｓ
Ｏ
的
石
の

山
内
今
朝
重
さ
ん（
右
）、宮
川
畩
一
さ
ん（
中
央
）、山
本
隆
行
さ
ん（
左
）



JAあそだより No.139

5

　ＪＡ阿蘇女性部は11月28日、阿蘇市で「第22回ＪＡ

阿蘇女性部フォーラム～家の光大会～」を開催しました。

　フォーラムには、女性部員やＪＡ阿蘇役職員など約

60名が参加しました。

　大会冒頭で熊本大同青果㈱「ベジフルマシンガンズ」

によるバンド演奏が行われ、会場は一気に大きな盛り

上がりとなりました。

　大会では、家の光記事活用優良支部表彰や、ちゃぐりん

感想文の表彰と発表が行われ、表彰者に盛大な拍手が

送られました。

　女性部活動発表では大道芸の南京玉すだれが披露さ

れました。

　午後からは、桂千朝さんよる交通安全落語や反射神

経測定を行い、楽しく笑って健康について学びました。

　女性部の今後の取り組みとして、外国人技能実習生

との研修会を開き、さらなる交流を深める計画です。

第22回ＪＡ阿蘇女性部フォーラム ～家の光大会～第22回ＪＡ阿蘇女性部フォーラム ～家の光大会～
バンド演奏・ちゃぐりん感想文・活動発表など多彩なプログラムで盛り上がる！

女性部活動発表・ちゃぐりん感想文
表彰・南京玉すだれ・バンド演奏、
そして落語と会場は大きな声援と笑い、
拍手に包まれた！
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「ＪＡバンク熊本ロールプレイング大会」
　　　一の宮中央支所の松尾彩職員が出場

　

Ｊ
Ａ
熊
本
中
央
会
が
主
催
す
る
「
令
和
６
年
度
未
来
塾

修
了
レ
ポ
ー
ト
発
表
会
」
が
１
月
17
日
Ｊ
Ａ
熊
本
教
育
セ

ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
営
農
部
園
芸
課
の
渡
邉
雄
大
職
員
が

研
修
の
成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
会
は
、
今
後
の
Ｊ
Ａ
運
営
を
担
う
中
核
と
な

る
人
材
を
継
続
的
に
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
て

お
り
、
各
Ｊ
Ａ
か
ら
推
薦
さ
れ
た
研
修
生
12
人
が
様
々
な

考
え
方
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
身
に
付
け
る
た
め
、
昨
年
５
月
か

ら
10
回
に
わ
た
り
研
修
を
受
け
て
き
ま
し
た
。
当
日
は
各

Ｊ
Ａ
の
常
勤
役
員
や
上
司
な
ど
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

渡
邉
職
員
は
「
熊
本
県
域
直
売
所
構
想
」
と
題
し
て
、
熊

本
県
産
の
魅
力
と
感
動
を
伝
え
、
熊
本
市
内
の
一
般
消
費
者

を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
直
販
方
式
と
、
Ｊ
Ａ
自
ら
営
業
し
新

し
い
販
路
を
切
り
開
く
外
販
方
式
に
つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。

　

１
月
18
日
、
「
第
19
回
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
熊
本
ロ
ー
ル
プ
レ

イ
ン
グ
大
会
」
が
ホ
テ
ル
熊
本
テ
ル
サ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
に
は
熊
本
県
下
Ｊ
Ａ
か
ら
予
選
を
勝
ち
抜
い

た
11
人
が
出
場
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
阿
蘇
か
ら
は
予
選
会
で

最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
一
の
宮
中
央
支
所
の
松
尾
彩
職
員

が
出
場
し
ま
し
た
。

　

競
技
で
は
あ
ら
か
じ
め
設
定
さ
れ
た
共
通
課
題
に
従
い
、

顧
客
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
分
か
り
や
す

く
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　

松
尾
職
員
は
「
平
常
心
で
自
分
ら
し
さ
を
意
識
し
て
臨

み
ま
し
た
。
今
大
会
で
学
ん
だ
こ
と
を
活
か
し
、
投
資
信

託
を
始
め
お
客
様
に
寄
り
添
っ
た
提
案
が
で
き
る
よ
う
に
、

こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
」
と
決
意
を
語
っ
て
い

ま
し
た
。

　

２
０
２
４
年
度
「
熊
本
県
ス
マ
イ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
ロ
ー

ル
プ
レ
イ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
」
で
、
Ｊ
Ａ
阿
蘇
西
原
支
所

の
立
野
な
ぎ
さ
職
員
が
１
位
に
な
り
ま
し
た
。

　

同
コ
ン
テ
ス
ト
は
県
内
13
Ｊ
Ａ
か
ら
25
人
が
参
加
し
行

わ
れ
、
共
済
窓
口
担
当
者
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
、
組

合
員
・
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
保
障
提
案
を
実
現
す

る
こ
と
で
、
満
足
度
向
上
を
図
る
こ
と
が
目
的
で
、
話
法

や
提
案
力
な
ど
を
ポ
イ
ン
ト
に
８
月
か
ら
県
内
各
地
域
で

審
査
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

出
場
者
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
使
い
、
Ｊ
Ａ
の
自
動
車
共

済
「
ク
ル
マ
ス
タ
ー
」
な
ど
を
提
案
し
ま
し
た
。
立
野
職
員

は
対
話
の
中
で
保
障
内
容
を
具
体
的
に
示
し
な
が
ら
丁
寧
に

説
明
し
た
点
が
評
価
さ
れ
て
１
位
と
な
り
ま
し
た
。

　

立
野
職
員
は
「
専
門
用
語
を
極
力
使
わ
ず
、
利
用
者
へ
の

分
か
り
や
す
さ
を
意
識
し
ま
し
た
。
支
所
の
サ
ポ
ー
ト
に
感

謝
し
た
い
で
す
」
と
受
賞
の
喜
び
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

笑顔で商品・サービスの説明をする松尾彩職員

「熊本県スマイルサポーター
             ロールプレイングコンテスト」
西原支所の立野なぎさ職員１位に輝く！

1位に輝いた立野なぎさ職員（写真中央）

未来塾修了レポート発表会
　営農部の渡邉雄大職員が研修成果を発表

「熊本県域直売所構想」と題してレポートを発表する渡邉雄大職員
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年
金
友
の
会
親
善
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　
       

Ｊ
Ａ
阿
蘇
代
表
、熱
戦
を
繰
り
広
げ
る

「あそっ娘☆短期大学カローリング大会」
健康増進とメンバーの交流を図る

　

11
月
21
日
、
パ
ー
ク
ド
ー
ム
熊
本
で
「
第
22
回
Ｊ
Ａ
バ

ン
ク
熊
本
年
金
友
の
会
親
善
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
大
会
は
熊
本
県
内
の
Ｊ
Ａ
年
金
友
の

会
組
織
の
拡
大
を
図
る
と
と
も
に
、
改
組
後
の
親
善
と
融

和
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
年
金
友
の
会
か
ら
は
代
表
20
人
が
参
加
し
、

熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
は
12
月
10
日
、
一
の
宮
中
央
支
所
で
「
第
３

回
あ
そ
っ
娘
☆
短
期
大
学
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
大
会
」
を
開
き

ま
し
た
。
大
会
は
健
康
増
進
や
メ
ン
バ
ー
の
交
流
を
目
的

に
毎
年
開
か
れ
て
い
ま
す
。
本
年
度
は
受
講
生
や
Ｊ
Ａ
職

員
ら
約
25
人
計
８
チ
ー
ム
が
競
い
合
い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
あ
そ
っ
娘
ら
は
「
多
く
の
方
と
の
交
流
が
出

来
て
楽
し
か
っ
た
」
な
ど
と
感
想
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

堀
川
美
紀
職
員
は
「
あ
そ
っ
娘
た
ち
が
仲
睦
ま
じ
く
体

を
動
か
し
て
い
る
姿
が
見
ら
れ
た
。
今
後
も
健
康
増
進
に

繋
が
る
活
動
を
行
っ
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ＪＡ阿蘇年金友の会から参加した代表選手の皆さん

カローリング大会開会式の様子

カローリングを楽しむ「あそっ娘」の皆さん
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Ｊ
Ａ
阿
蘇
営
農
部

「
関
東
Ｇ
Ｆ
Ｐ
い
ち
ご
生
産
者

   

輸
出
フ
ォ
ー
ラ
ム
」で
事
例
発
表

ＪＡ阿蘇のイチゴ
ＵＡＥ（アラブ首長国連邦）へ出荷開始
１粒化粧箱10,000円の発注も！

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
営
農
部
は
10
月
31
日
、
行
政

や
関
係
機
関
等
か
ら
２
２
５
人
が
参
加
し

た
関
東
農
政
局
主
催
の
「
関
東
Ｇ
Ｆ
Ｐ

（
農
林
水
産
物
の
輸
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）

い
ち
ご
生
産
者
輸
出
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に
参

加
し
、
Ｊ
Ａ
阿
蘇
い
ち
ご
部
会
の
輸
出
に

関
す
る
特
徴
や
強
み
、
商
談
会
へ
の
参
画

や
販
促
活
動
の
現
状
と
今
後
の
展
望
な
ど

の
取
り
組
み
事
例
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

同
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
イ
チ
ゴ
の
輸
出
拡

大
を
目
指
す
生
産
者
・
産
地
に
対
し
て
、

海
外
市
場
や
規
制
の
動
向
、
イ
チ
ゴ
輸
出

の
優
良
事
例
を
共
有
す
る
と
と
も
に
、
自

身
が
抱
え
る
課
題
を
持
ち
寄
り
、
課
題
解

決
策
を
探
り
共
有
し
、
輸
出
拡
大
へ
の
機

運
醸
成
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

青
果
物
で
あ
る
イ
チ
ゴ
は
、
輸
出
先

国
・
地
域
と
の
植
物
検
疫
条
件
や
残
留
農

薬
規
制
に
対
応
す
る
た
め
、
国
内
向
け
と

は
違
っ
た
生
産
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
輸

送
中
の
傷
み
や
空
港
ま
で
の
国
内
物
流
網

が
整
っ
て
い
な
い
な
ど
の
課
題
が
ま
だ
背

景
に
あ
り
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
は
、
イ
チ
ゴ
産
地
と
し
て
の

課
題
、
輸
出
へ
の
取
り
組
み
の
背
景
、
ス
マ

ー
ト
農
業
実
証
、
パ
ッ
キ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の

特
徴
な
ど
を
具
体
的
に
紹
介
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
「
パ
ッ
キ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で

の
品
質
均
一
化
に
つ
い
て
勉
強
に
な
っ

た
」
や
「
輸
出
へ
の
意
欲
と
生
産
者
へ
の

想
い
が
印
象
に
残
っ
た
」
な
ど
と
感
想
を

述
べ
て
い
ま
し
た
。

　

営
農
部
の
江
藤
秀
晃
職
員
は
「
こ
れ
か

ら
の
日
本
の
人
口
減
少
に
よ
る
食
市
場
の

縮
小
傾
向
は
避
け
ら
れ
な
い
。
成
長
が
見

込
ま
れ
る
海
外
に
目
を
向
け
た
取
り
組
み

に
努
め
て
い
く
」
と
、
更
な
る
取
り
組
み

を
力
強
く
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
は
今
後
、
台
湾
向
け
の
生
産

体
制
・
出
荷
体
制
の
整
備
や
青
果
市
場
・
商

社
と
連
携
し
た
新
た
な
市
場
の
開
拓
を
行
い
、

現
地
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
商
品
供
給
が
で
き

る
体
制
の
構
築
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
は
、
今
年
度
イ
チ
ゴ
を
Ｕ
Ａ

Ｅ
の
ド
バ
イ
に
向
け
て
本
格
的
に
出
荷
を

開
始
し
ま
し
た
。
昨
年
11
月
に
ジ
ェ
ト
ロ

事
業
で
の
青
果
物
輸
出
商
談
会
を
開
催
し
、

好
評
を
得
た
こ
と
で
輸
出
の
開
始
と
な
り

ま
し
た
。

　

昨
年
は
５
つ
星
ホ
テ
ル
や
日
本
食
レ
ス

ト
ラ
ン
向
け
に
出
荷
し
、
ア
ブ
ダ
ビ
の
王

族
向
け
に
１
粒
化
粧
箱
（
１
０
、０
０
０
円

／
粒
）
の
発
注
も
あ
っ
た
こ
と
で
「
阿
蘇

い
ち
ご
」
の
評
価
向
上
に
繋
が
り
ま
し
た
。

　

今
年
産
に
お
い
て
は
Ｕ
Ａ
Ｅ
へ
渡
航
し
、

実
際
に
出
荷
し
た
イ
チ
ゴ
の
品
質
を
現
地

で
確
認
し
ま
し
た
。
ま
た
、
現
地
市
場
調

査
及
び
取
引
先
と
商
談
な
ど
を
行
い
、
更

な
る
輸
出
拡
大
に
向
け
た
取
り
組
み
や
海

外
で
の
販
路
拡
大
、
生
産
者
の
所
得
向
上

に
繋
が
る
よ
う
努
め
て
い
く
方
針
で
す
。

　

担
当
の
江
藤
秀
晃
指
導
員
は
「
現
地
の

ニ
ー
ズ
や
消
費
動
向
に
応
え
る
こ
と
が
重
要
。

今
後
も
果
実
が
大
き
く
、
食
味
も
良
い
〝
阿

蘇
い
ち
ご
〞
を
世
界
へ
向
け
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き

た
い
」
と
意
気
込
み
を
語
っ
て
い
ま
す
。

関東ＧＦＰいちご生産者輸出フォーラムで
事例発表を行う江藤秀晃職員

新資材（写真右）で作られた輸出用パック詰めを検品する職員
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Ｊ
Ａ
阿
蘇
い
ち
ご
部
会

販
売
額
８
億 

販
売
数
量
５
０
０
ｔ
計
画

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
い
ち
ご
部
会
で
は
、
令
和
６

年
産
イ
チ
ゴ
の
出
荷
が
最
盛
期
（
12
月
上

旬
取
材
）
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

同
部
会
の
作
付
け
総
面
積
は
約
11 

ha
で
、

生
産
者
は
36
戸
。「
恋
み
の
り
」「
ゆ
う
べ

に
」「
さ
が
ほ
の
か
」
の
３
品
種
を
作
付
け
。

販
売
金
額
８
億
円
、
販
売
数
量
５
０
０
ｔ

を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
、
育
苗
期
か
ら
の
施
肥
設
計
を

見
直
し
、
病
害
対
策
や
花
芽
分
化
時
期
の

調
整
を
行
っ
た
こ
と
で
病
害
が
少
な
く
例

年
並
み
の
定
植
時
期
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
十
分
な
日
照
と
定
期
的
な
降
雨
に
よ

り
、
ス
ム
ー
ズ
な
活
着
で
順
調
な
生
育
状

況
と
な
り
10
月
28
日
に
初
出
荷
を
迎
え
、

九
州
管
内
や
関
東
・
関
西
方
面
へ
と
出
荷

が
本
格
的
に
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
中
部
野
菜
セ
ン
タ
ー
に
は
、
各

生
産
農
家
か
ら
多
い
時
に
約
２
５
０
０
ケ
ー

ス（
１
ケ
ー
ス
＝
２
㎏
）が
持
ち
込
ま
れ
て
お

り
、
選
果
選
別
作
業
に
追
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

担
当
の
江
藤
秀
晃
指
導
員
は
「
阿
蘇
の

強
み
を
生
か
し
た
生
産
（
早
期
収
穫
・
大

玉
生
産
等
）
を
行
い
、
有
利
販
売
に
繋
げ

て
農
家
所
得
の
向
上
に
努
め
て
い
く
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

　

い
ち
ご
部
会
で
は
、
６
月
中
旬
ま
で
安

定
し
た
出
荷
に
取
り
組
み
、
さ
ら
に
消
費

者
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
独
自
の
ア
イ
テ
ム
の

展
開
、
販
売
促
進
活
動
を
行
い
有
利
販
売

に
繋
げ
て
い
く
計
画
で
す
。

　

12
月
４
日
、
阿
蘇
市
内
で
関
係
者
約
１

０
０
人
が
出
席
し
、
令
和
６
年
度
Ｊ
Ａ
阿

蘇
ア
ス
パ
ラ
部
会
出
荷
反
省
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
同
部
会
は
本
年
度
の
実
績
と

し
て
、
出
荷
量
76
ｔ
（
前
年
比
97
％
）
、

販
売
金
額
９
億
９
２
１
万
円
（
同
１
０
０

％
）
と
生
産
環
境
が
厳
し
い
中
で
は
あ
り

ま
し
た
が
、
良
好
な
実
績
と
な
り
ま
し
た
。

　

部
会
長
の
綿
住
輝
さ
ん
は
挨
拶
で
「
厳

し
い
生
産
環
境
の
中
、
関
係
機
関
や
生
産

者
の
努
力
に
よ
り
乗
り
越
え
ら
れ
た
」
と

感
謝
を
述
べ
ま
し
た
。

　

ア
ス
パ
ラ
部
会
で
は
新
規
参
入
者
も

年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
、
生
産
力
・
販
売

力
強
化
に
重
点
的
取
り
組
み
を
行
い
、

年
々
実
績
を
伸
ば
し
て
き
て
い
ま
す
。
部

会
で
は
、
今
後
も
部
会
員
の
所
得
ア
ッ
プ

に
向
け
Ｊ
Ａ
・
生
産
者
が
一
丸
と
な
り
、

よ
り
一
層
連
携
し
た
取
り
組
み
を
続
け
て

い
く
方
針
で
す
。

　

当
日
は
表
彰
式
も
行
わ
れ
、
次
の
方
々

（
敬
称
略
）
に
表
彰
状
と
賛
辞
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

◇
Ｊ
Ａ
表
彰
の
部

総
販
売
金
額
＝
笹
原
順
子

◇
部
会
表
彰
の
部

総
販
売
金
額
＝
西
村
豊
治
・
後
藤
浩

昭
・
室
豊

▽
栽
培
技
術
部
門
＝
佐
藤
春
生
・
小
永

　

康
平
・
片
山
雅
雄

▽
技
術
躍
進
部
門
＝
佐
藤
哲
治
・
山
本

　

幸
喜

▽
新
人
賞
部
門
＝
田
上
敦
裕

イチゴ選果選別作業の様子

過
去
最
高
の
販
売
高
18
億
円
達
成

中
部
ト
マ
ト
部
会
総
会
・
反
省
会

中部トマト部会総会・反省会の様子

アスパラ部会出荷反省会の様子

ア
ス
パ
ラ
部
会
出
荷
反
省
会

生
産
環
境
が
厳
し
い
良
好
な
実
績

優
秀
生
産
者
表
彰
も
行
う

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
中
部
ト
マ
ト
部
会
は
12
月
20

日
、
阿
蘇
市
内
で
２
０
２
４
年
度
総
会
と

反
省
会
を
開
き
ま
し
た
。
同
年
度
の
販
売

高
は
18
億
３
６
６
４
万
円
（
前
年
比
１
１

３
％
）
と
過
去
最
高
の
実
績
を
達
成
。
梅

雨
時
期
の
豪
雨
や
日
照
不
足
が
少
な
く
、

平
均
単
価
が
１
５
８
５
円
（
同
１
０
８
％
）

と
高
値
で
推
移
し
た
こ
と
や
、
出
荷
量
が

１
１
６
万
ケ
ー
ス
（
同
１
０
５
％
）
と
な
っ

た
こ
と
が
要
因
と
な
り
ま
し
た
。

　

斉
藤
孝
幸
部
会
長
は
挨
拶
で
「
酷
暑
が

年
々
厳
し
く
な
る
中
、
部
会
全
員
の
努
力

で
過
去
最
高
の
販
売
高
を
達
成
す
る
こ
と

が
出
来
た
。
次
年
度
は
出
荷
後
半
の
収
量

を
安
定
さ
せ
、
阿
蘇
産
ト
マ
ト
の
発
展
に

繋
げ
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

24
年
度
は
異
常
気
象
に
よ
る
生
育
阻
害

※
次
ペ
ー
ジ
に
続
く
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や
病
害
虫
の
発
生
な
ど
が
多
く
見
ら
れ
た

た
め
、
土
壌
分
析
を
活
用
し
た
施
肥
管
理

の
徹
底
、
管
理
作
業
期
間
の
見
直
し
に
よ

る
出
荷
後
半
の
収
量
確
保
、
ハ
ウ
ス
換
気

と
遮
光
管
理
の
最
適
化
の
３
つ
を
次
年
度

へ
の
課
題
と
し
ま
し
た
。

当
日
は
優
績
者
表
彰
も
あ
り
、
次
の
方
々

（
敬
称
略
）
に
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

◇
Ｊ
Ａ
表
彰
の
部

▽
総
販
売
高
部
門
＝
下
村
委
也

◇
部
会
表
彰
の
部

▽
販
売
高
部
門
＝
斉
藤
孝
幸
・
松
永
拓
巳

▽
栽
培
技
術
部
門
＝
緑
智
博
・
岩
下
岳
樹
・

斉
藤
本
・
猿
渡
茂
樹
・
岩
下
幸
史
・

阿
蘇
農
業
男
児
合
同
会
社
・
森
新
吾
・

甲
斐
佳
祐
・
齊
藤
悠
・
松
永
拓
巳

　

県
内
有
数
の
ダ
イ
コ
ン
産
地
で
あ
る
Ｊ

Ａ
阿
蘇
小
国
郷
管
内
で
は
、
秋
冬
ダ
イ
コ

ン
の
出
荷
が
最
盛
期
（
11
月
下
旬
取
材
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。
連
日
15
ｔ
の
集
荷
が

あ
り
、
主
に
福
岡
・
熊
本
・
長
崎
方
面
へ

と
出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。
２
０
２
４
年
度

産
は
生
育
の
ば
ら
つ
き
が
若
干
あ
り
ま
し

た
が
、
適
度
な
雨
の
影
響
で
順
調
に
出
荷

が
出
来
て
い
ま
す
。

　

品
質
は
秀
品
の
２
Ｌ
・
Ｌ
階
級
中
心
で

良
好
と
な
っ
て
い
ま
す
。
秋
冬
ダ
イ
コ
ン

は
甘
味
が
強
く
み
ず
み
ず
し
い
特
徴
を
持

ち
、
大
根
お
ろ
し
や
ス
テ
ィ
ッ
ク
サ
ラ
ダ

で
そ
の
ま
ま
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

小
国
郷
大
根
部
会
の
高
村
隆
さ
ん
は
、

省
力
化
に
繋
が
る
機
械
の
導
入
で
、
マ
ル
チ

栽
培
を
出
来
る
だ
け
行
わ
ず
、
コ
ス
ト
削
減

を
図
る
た
め
露
地
播
き
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

高
村
さ
ん
は
「
消
費
者
へ
の
感
謝
を
忘

れ
ず
、
日
本
の
食
を
自
分
た
ち
が
支
え
て

い
る
と
い
う
プ
ラ
イ
ド
を
持
ち
、
安
全
・
安

心
な
ダ
イ
コ
ン
を
作
り
続
け
た
い
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。
同
部
会
は
生
産
者
12
戸
、

作
付
面
積
50 

ha
、
主
な
品
種
は
「
秋
の

翼
」
で
12
月
下
旬
ま
で
出
荷
が
続
け
ら
れ

ま
し
た
。

※
前
ペ
ー
ジ
よ
り
続
く

小国郷の秋冬ダイコン
12月下旬まで出荷続けられる
ＪＡ阿蘇小国郷大根部会

選別を行う高村多喜子さん

　宮﨑明さん・そえ子さん夫妻は、南阿蘇村でイチゴ約20ａ栽培し、その
ほか牛を10頭、米を８ha営農している生産者です。
　「冬場に生産できる作物を」とイチゴ生産を始めて35年。現在はＪＡ阿蘇
いちご部会の副部会長を務めています。
　宮﨑さんが生産している品種「ゆうべに」は熊本で誕生したイチゴです。大玉できれいな円錐型をし、甘みと
酸味のバランスが良く上品な味で、フレッシュな果汁と芳醇な香りが特徴です。栽培では特に“根張り”が収穫時
の生育を左右します。宮﨑さんも“根張り”に重点を置き施肥設計を行っています。
　また、イチゴにストレスを与えないように病害虫対策にも力を入れて栽培しています。宮﨑さんは「イチゴ
生産に誇りを持っている。今後も安全・安心なイチゴを消費者に届けたい」と、力強く話を結びました。

表紙で紹介の生産者『宮﨑明さん・そえ子さん夫妻』

ＪＡ阿蘇いちご部会副部会長を務め ゆうべに約20ａ栽培ＪＡ阿蘇いちご部会副部会長を務め ゆうべに約20ａ栽培

イ
チ
ゴ
の
収
穫
作
業
を
す
る

宮
﨑
明
さ
ん
・
そ
え
子
さ
ん
夫
妻
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開
会
式
で
は
目
標
達
成
に
向
け
Ｊ
Ａ
阿
蘇
役
職
員
・
関
係
者
に

よ
る
力
強
い「
が
ん
ば
ろ
う
三
唱
」が
行
わ
れ
た

第
５
回「
ア
グ
リ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
フ
ェ
ア
」

出
展
企
業
42
社 

売
上
１
億
２
０
０
０
万
円
超
達
成

　

Ｊ
Ａ
阿
蘇
は
第
５
回
ア
グ
リ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
フ
ェ
ア

を
11
月
21
・
22
日
に
南
阿
蘇
村
の
白
水
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー

で
、
11
月
28
・
29
日
に
阿
蘇
市
の
Ｊ
Ａ
農
業
倉
庫
「
米
夢
」

で
開
催
し
ま
し
た
。

　

フ
ェ
ア
の
開
催
は
、
今
日
、
Ａ
Ｉ
や
Ｉ
Ｏ
Ｔ
を
使
っ
た

ス
マ
ー
ト
農
業
が
推
し
進
め
ら
れ
て
い
る
中
で
、
農
業

者
・
農
業
法
人
に
対
し
て
変
わ
り
ゆ
く
農
作
業
技
術
革
新

の
情
報
共
有
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

開
会
式
で
は
計
画
目
標
達
成
に
向
け
力
強
く
「
が
ん
ば

ろ
う
三
唱
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

フ
ェ
ア
に
は
企
業
42
社
が
参
加
出
展
。
会
期
中
の
来
場

者
は
約
７
５
０
名
に
の
ぼ
り
、
１
億
２
０
０
０
万
円
を
超

え
る
売
上
実
績
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
会
場
で
は
最
新
の
自
動
車
や
農
機
具
な
ど

が
展
示
・
販
売
さ
れ
、
刈
払
機
な
ど
の
小
型
農
業
機
械
か

ら
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
の
大
型
農
業
機
械
、
ガ
ソ
リ
ン
を
使

用
し
な
い
電
気
自
動
車
や
新
車
、
中
古
車
な
ど
数
百
の
機

種
が
一
堂
に
並
び
ま
し
た
。

　

会
場
の
一
角
に
は
資
金
相
談
の
臨
時
窓
口
な
ど
も
設
け

ら
れ
、
各
部
門
で
連
携
し
た
組
合
員
サ
ポ
ー
ト
態
勢
が
整

え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
等
の
飲
食

ブ
ー
ス
の
出
店
も
あ
り
、
家
族
連
れ
の
来
場
者
に
も
好
評

を
得
て
賑
わ
い
を
み
せ
ま
し
た
。

　

担
当
し
た
購
買
部
は
「
今
後
も
安
全
・
安
心
な
農
産
物

の
持
続
的
な
生
産
が
出
来
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
い
く
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

会場では最新の農機具・刈払機などの小型農業機械からトラクターなどの大型農業機械、
今話題の電気自動車、各メーカーの新車・中古車などの多彩な車種が一堂に展示、販売された。
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探してみてください！ （出題：イラストレーター みやた みゆき）
左右2つのイラストには、違っているところが5か所あります。

前号「こたつ」答えとプレゼント当選者5名様

   　   ＝答え＝
①カレンダーの数字
②鏡餅の大きさ
③お母さんがむいたみかんの実  
④猫の背中の模様
⑤男の子の口

●イラスト違いの
答え

　　①

　　②

　　③

　　④

　　⑤

●郵便番号

●住所（番地まで
ご記入ください）

●電話

●氏名　　　　　
　　　●年齢

●ご意見・ご要望

（内容によっては
誌面で取り上げさ

せていただきます
）

●その他

佐藤ふみよ 様

髙村　健悟 様

川元　由衣 様

甲斐　アイ 様

河野今朝晴 様

（南小国町）

（小国町）

（西原村）

（山都町）

（阿蘇市）

イラスト違い探し「雪だるま」応募方法

ＪＡ阿蘇イラスト違い探し「雪だるま」

上のイラスト5か所の違いを、官製ハガキに書いて
応募してください。正解者の中から抽選で 5名様に

　「いちご（恋みのり）2パックセット」（写真）をプレゼントします。
応募締め切りは令和 7年 3 月 15 日（当日消印有効）です。

当選者は次号のＪＡあそだよりで発表します。
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理 事 会 ・ 監 事 会 報 告

日時：令和6年12月18日午後3時00分

場所：一の宮中央支所会議室

1．開会

2．組合長挨拶

3．協議事項

   11月末実績について

　１）合併予備契約書の締結について（案）

　２）職員退職給与規程の改正について（案）

　３）ＪＡバンク利用者保護等管理規程の改正について（案）

報告事項

　１）マネロンにかかる取組み状況について（令和6年9月末）

　２）令和6年度上期決算監事監査報告書について

　３）令和6年度導入家畜等棚卸監査実施要領について

　４）年末年始の業務等について（金融・共済・購買・営農）

　５）アグリイノベーションフェアー実績について

　６）仕事初めに伴う支所巡回並びに新春の年賀について

　７）自主検査結果報告について（令和6年10月）

4．閉会

日時：令和7年1月28日午後1時30分

場所：一の宮中央支所会議室

1．開会

2．組合長挨拶

3．協議事項

   委員会報告（金融共済専門委員会）

   12月末実績について

　１）貸出金について（案）

　２）転貸資金の借入及び貸出について（案）　↗

　３）信用事業方法書の改正について（案）

　４）信用事業にかかる手数料の新設について（案）

　５）令和6年度上期決算監事監査回答書（案）について

報告事項

　１）信用・共済窓口営業時間の変更について

　２）県域ローンセンター媒介業務実績について（四半期）

　３）有価証券購入報告について

　４）ＡＴＭ利用状況について（12月末）

　５）マネロン・反社等への対応状況について（四半期報告）

　６）不祥事未然防止策内部監査実施状況報告書について

　　（令和6年10月～12月）

　７）令和6年度内部監査の品質評価に関する報告について

　８）令和6年度農政連会費・国際貿易交渉対策募金実績について

　９）自主検査結果報告について（令和6年11月）

4．閉会

日時：令和7年1月28日午前10時30分

場所：本所2階第一会議室

1．開会

2．挨拶

3．議題

　１）令和6年度導入家畜等棚卸監査実施手続きについて

報告事項

　① 常勤監事業務報告及び会議等報告について

　② 内部監査の品質に関する内部評価報告書について

　③ 不祥事未然防止策内部監査実施状況報告書について

　　（令和6年10月～令和6年12月）

　④ 行事予定について

4．閉会

■令和6年度第11回理事会

■令和6年度第12回理事会

■令和6年度第10回監事会

● ● ●ＪＡ阿蘇職員異動のお知らせ （令和6年12月1日辞令） ● ● ●

佐々木　聡 高森支所ＪＡ阿蘇農機センター長高森支所ＪＡ阿蘇農機センター係

長野　哲也 購買部ＪＡ阿蘇農機センター統括（阿蘇町駐在）購買部ＪＡ阿蘇農機センター統括（阿蘇町駐在）兼
高森支所ＪＡ阿蘇農機センター長

氏　名 旧 辞 令新 辞 令



14

JAあそだより No.139

( ) (https://www.maff.go.jp/j/nouyaku/attach/pdf/herbicide-9.pdf)
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